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　重要課題である地方創生の実現に向け、県内市町村では、昨年度までに地域の実情や個性・特性を最大
限に活かした地方版総合戦略を整え、本年度から各施策が本格的に動き出しているところであります。
　本年度の特集については、本号及び次号（29年3月）にわたって、全市町村の地方版総合戦略における重
点事業、特色事業等1事業を紹介いたします。

「わが市町村の創生（前編）」
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こうふフューチャーサーチ
普及促進事業

地域の現状と課題
　本市における社会動態を分析した結果、東京圏への転出超過が顕著に表れており、中でも２０歳代前半から後
半にかけての若者世代の転出超過が著しいことが明らかとなりました。
　また、産官学金労言の参画を得て設置した「甲府市地域創生戦略会議」において、より地元企業の人材確保
につながるよう、現在のインターンシップ制度の充実を求める意見が出されました。
　こうしたことから、若者の地元定着と地元企業の人材確保につながる取組が必要であるとの認識のもと、「こう
ふフューチャーサーチ普及促進事業」を構築することとしました。

取り組み内容
　地域経済を支える地元中小企業と、市内大学生を中心とした就職希望者 ( 将来的には県内大学生やＵＩＪターン
希望者 ) を対象として、企業と学生とが交流できる場を提供し、双方が互いを理解し未来に向けたビジョンを共有す
ることで雇用機会の創出を図るため、市内大学、産業界、及び行政が連携協力して事業運営主体となり、「こうふ
フューチャーサーチ」を構築します。
　本事業では、企業と学生とが、互いに情報を共有できるＷＥＢサイトを立ち上げるとともに、双方が意見交換でき
るサロンや地元就職に向けたセミナーなどを行う交流拠点を設け、それらを活用しながら、新たなサービスの開発や、
消費者等のニーズ把握など、企業から提案された課題や調査に企業と学生とが協働して取り組む中で、地元企業
は有用な人材の確保を、また、学生は自己実現できる企業を知るといった双方向型の就職マッチングを進めていこ
うとするものです。
　これまでのような単位取得のための教育的インターンシップとは異なり、企業のプロジェクトに学生が参画して取り
組むという実践的インターンシップを通じて、中小企業の人材確保と学生等の地元就職・地元定着を図る仕組みを
構築します。

成果・目標
 ●	「甲府市総合戦略」では、基本目標のひとつに「甲府を支える地域産業と雇用環境の充実」を掲げ、目標値と

して平成 31 年度末に市内事業所従業者数 2,500 人の増加を目指します。
 ●	「こうふフューチャーサーチ普及促進事業」に係る目標値は、「平成 31 年度末に地元企業への就職者 200 人」

としました。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状（推計）… 平成22年：198,992人 ⇨ 平成72年：130,929人
　	 　　　　　 50年間で68,000人、約34.2％の減少

（国立社会保障・人口問題研究所 推計 準拠）
  ■目　標…平成72年に168,500人を維持
　 　　　　 （約37,600人の人口減少の抑制）

甲 府 市

企業と学生によるオリエンテーションの様子
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新世界通り復活プロジェクト
 ～中心市街地の復活に向けて～

地域の現状と課題
　人口減少・少子高齢化の流れの中で働き手・担い手である若者の減少が進んでおり、地域の賑わいの喪失が
顕著な問題となっています。中心市街地に賑わいを取り戻し、定住促進を図ることが課題となっています。

取り組み内容
　富士吉田市下吉田西裏地区にある一つの路地を新世界通りと言います。かつてはスナックや飲食店などが軒を並
べ、不夜城と呼ばれるほど賑わったこの通りも、富士吉田の伝統産業である繊維産業の規模が小さくなるとともに
かつての店舗も廃業し、ほとんどが空き家となってしまいました。繁華街としては衰退してしまいましたが、現在でも
昭和の面影が残るレトロな街並みをそのまま残しています。
　新世界通りに当時の賑わいを取り戻すため、富士吉田市が主導で設立した市民活動を支援するための財団であ
る「富士吉田みんなの貯金箱財団」が中心となり、地域の協力を得ながら新世界通り大掃除イベントや新世界通
り復活祭を実施しました。これは、新世界通り復活の機運を高めるため、リニューアルオープンする前から地域の
人が関わることができる取組みの１つとなっています。このイベントから生まれた勢いを一過性のものとせず、中心市
街地活性化の起爆剤とするため、「新世界通り復活プロジェクト」を立ち上げました。
　富士吉田みんなの貯金箱財団を中心としたこのプロジェクトを通して、店舗の改装工事や新組織の立ち上げ等、
新世界通り復活のための総合プロデュースを行い、平成 28 年 2 月 23 日（富士山の日）に「○△□（まるさんか
くしかく）」という店名の 3 店舗をプレオープンし、新世界通りは「新世界乾杯通り」として生まれ変わりました。また、
これに先立ち「合同会社新世界通り」を設立し、3 店舗を合同会社の直営店としました。直営店とすることで、テ
ナントに入居した飲食店同士のトラブルを未然に防ぐことや、通りの雰囲気を壊さないようにといったプロジェクト側
の考えを入居者に伝える役割を担っています。また、合同会社の設立が、多岐に渡るみんなの貯金箱財団の事業
について、地域住民が理解しやすく、かかわりやすくするための取組みの一つとなっています。

成果・目標
　新世界通りの空き店舗を活用し、新たに屋台村として再興することによって、若者の起業や賑わいの創出、イン
バウンドを含む観光客のための新たな観光拠点の醸成、また、市民や企業の参画による自立的運営が可能となる
体制を目指し、繁華街の復活に向け、今、動き出しています。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状…	49,024人（H27国勢調査速報値）
	 平成2年 54,804人（ピーク時）よりも約11％減少。
  ■目　標…	平成72年（2060年）に人口規模40,000人を維持。

富士吉田市

新世界通り復活祭の様子
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生涯活躍のまち・つる

地域の現状と課題
　本市では転出超過の状況が継続していましたが、平成 12 年頃までは自然増が上回り、人口が増加していました。
　しかしながら、少子高齢化の影響により、自然増は自然減へと転じ、現在は人口減少が進んでいます。また、
基幹産業である第二次産業においても、長引く経済低迷の影響により雇用が確保されている状況とは言えず、地
域全体を活性化させる取組が必要とされています。

取り組み内容
　元気な高齢者を地域に呼び込む「生涯活躍のまち・つる」を、市内の３大学（都留文科大学、健康科学大学
看護学部、県立産業技術短期大学校）及び各種事業者と連携して実現することにより、新規雇用の創出と、高齢
者をターゲットとした産業を振興します。また、本市に移住する方をはじめ、市民全体に「生きがい」としての「質
の高い生涯学習プログラム」を提供し、まち全体の魅力を向上させていくことで、「市民全体の豊かな暮らし」を
実現することを目的として取り組んでいます。

成果・目標
　地方創生関係交付金を活用し、基本計画と実施計画の策定をはじめ、移住イベント参加、東京駅近くの「生涯
活躍のまち移住促進センター」へのブース出展、市内の「都留市移住・定住相談センター」開設、お試し居住
の実施等、移住促進の取組を積極的に行いました。この結果、多くの移住希望者リストを確保しており、すでに本
市へ移住をした方も出てきています。
　また、市内３大学による、新たな生涯学習プログラムの開発協議や、連携の場としての「大学コンソーシアムつる」
を昨年 10 月に発足。また、高齢者向け施設等の整備・運営を担う事業者の形成と連携を目的に、県内外の企業
から構成する「都留市ＣＣＲＣ構想研究会」を今年２月に立ち上げ、現在までに５回の研究会を実施しています。
　今年度、市が購入する雇用促進住宅を活用し、高齢者向け施設等の整備・運営を実施する事業者を決定します。
事業者は、入居希望者の意見などを取り入れる「ワークショップ」を通じて改修を実施し、数年内に入居者の意向
に沿った施設の開所を目指します。また、来年度以降は都留文科大学近くの市有地約 10,000㎡を活用し、「生涯
活躍のまち・つる」エリアを整備します。
　このほか、事業全体を統括するための組織として「事業推進組織（仮称）」を立ち上げ、来年度以降の法人化
を予定しています。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状… 平成27年：32,014人 ⇨ 平成72年：18,035人　	
　　　　　　　　　　　　 45年で43.7％減少
  ■目　標… 平成38年に30,000人を維持

都 留 市

移住イベント「つる知るツアー」の様子
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定住促進事業

地域の現状と課題
　昭和 29（1954）年に本市が誕生した時点の人口は 4 万人を超えていましたが、高度経済成長期から、繊維
工業と林業の衰退、また、鉄道・高速道路等の交通網の発達により、働く場を求めた人々が他の地域へ流出し始め、
特に就職や進学を機に東京圏への移動により、市内の人口は徐々に減少していきました。昭和 55（1980）年か
らの約 15 年間は、半導体メーカーなどの工場誘致及び住宅地の開発等、また、大型プロジェクトの工事関係者
の転入により、人口は、3 万 5 千人前後で推移していましたが、バブル経済崩壊後の長引く平成不況による景気
の停滞、大型プロジェクトの終了などで、市内から企業が撤退・縮小したため、人口流出が急激に進み、平成 19

（2007）年に本市の人口は 3 万人を割り込みました。
　このような状況の中、首都圏域へのＪＲ中央線での通勤が可能な立地条件であることと、自然的資源を有効に
活用しながら、①「今住んでいる市内の人々がそのまま大月市に住み続け、子どもを産み育てていく」こと、②「市
外の人々、市外に出て行った人たちに大月市に住んでもらう」ことを重点に置いた、大月市まち・ひと・しごと創
生総合戦略を策定しました。

取り組み内容
　本市では、総合戦略の目標の一つである「大月市への人の流れ」を加速化するため、平成２８年度においては、
３つの定住促進事業（大月市定住促進助成金制度、空き家バンク推進事業、移住希望者へのサポート体制の充実）
を実施しています。

成果・目標
　大月市定住促進助成金制度では、新築住宅取得助成金制度や中古住宅取得助成金制度、新婚世帯家賃助成
金制度及び転入子育て世帯家賃助成金制度について、あらゆる機会を通じて市内外にＰＲし、転出者の歯止めと
移住者の増加を図っています。
　また、空き家バンク推進事業では、空き家バンク制度をもとに、登録促進報奨金支給事業による物件登録の促
進や、利用登録者向けへのメールマガジンの配信、売買成約を条件としたリフォーム助成金制度による成約物件の
促進を図り、市内にある空き家の有効活用をさらに推進しています。
　さらには、移住希望者へのサポート体制の充実として、移住相談員を配置した移住定住に関する総合相談窓口を
7 月 15 日に開設しました。今後、山梨県などが主催する移住相談会やセミナーへの出展を計画し、本市において
移住定住に関する体験イベントを実施する予定です。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状… 平成7年：35,199人 ⇨ 平成22年：28,120人　
  ■目　標… 平成52年に19,000人を維持

大 月 市

空き家見学会の様子
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にらさき愛育成・カムバック支援事業
　─マチを知り、ヒトに出会い、

シゴトやヨノナカを学ぶ。─

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状… 平成22年：32,477人 ⇨ 平成52年：25,000人　	
　　　　　　　　　　　　　　 約23％減少
  ■目　標… 平成52年に26,273人を維持

韮 崎 市

中学・高校生の交流拠点「Miacis（ミアキス）」
（青少年育成プラザ）

地域の現状と課題
　国勢調査によると本市では平成 22 年に人口減少に転じ、今後も減少の一途を辿っていくことが推測されるほか、
合計特殊出生率についても国・県を下回って推移していますが、特筆すべきは 15 歳から 20 歳の人口減少が顕
著に表れていることであり、これは進学等を理由に若者が首都圏等へ転出し、卒業後に再び戻る若者が減少して
いることが要因と考えられます。
　こうした課題を克服するため、中学・高校生といった若い世代のうちから自らの住む地域への誇りと愛着を深め、
将来的に回帰していただけるような素地をつくる取り組みが必要と考えました。

取り組み内容
　自らが生まれ育った市であるにも関わらず、ここで暮らそうと考えない理由の一つとして「韮崎にどんな魅力があ
るのかわからない」というように感じている若者は少なくないのではないでしょうか。これは単に韮崎に魅力が無い
のではなく、地域や文化、ここで暮らすことの良さを知る機会が絶対的に少ないということの表れでもあります。
　このため市では、中学・高校生がふるさとへの誇りと愛着を抱き、将来的に回帰する心を抱いていただけるよう
な取り組み「にらさき愛育成・カムバック支援事業」を実施します。
　中学・高校生の交流拠点は、市民の憩いの場でもある市民交流センターニコリの地下 1 階に開設し、スタッフに
よる安全管理のもと、交流や学習、少し上の先輩や大人に出会うことができるほか、Wi-Fi を備えたフリースペース、
まちの情報、文化や伝統、世の中の仕組みなどを知ることのできるコーナーなどを設けるなど、韮崎を知り、ふる
さとへの愛着と誇りを持つことが期待できるような仕掛けが施されています。
　また、事業実施については「韮崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画立案に携わった市民の方々が中
心となって設立されたＮＰＯ法人に委託をし、市としても庁内関係部署と連携を図りながらサポートをするほか、学校、
地域、家庭とも連携するなど、市民と行政が一体となって取り組む、まさに市政スローガンでもある「チーム韮崎」
の実践例としても期待をされている事業であります。

成果・目標
　本事業は 10 年後 20 年後の未来を見据え取り組むものです。この交流拠点を経験した若者が生まれ育ったまちで結婚
し、子育てをしたいと回帰してくれる日が必ず訪れるはずです。その時こそ総合戦略に掲げた目標の一つである「子育て
するなら韮崎」がにらさき愛として心に刻まれたことの証明であり、人口減少、少子化の抑制が図られると確信をしています。
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地域の現状と課題
　昭和 60 年頃には２．０近かった合計特殊出生率が近年では１．４程度に減少したことや、年々進む未婚化・晩婚
化の影響で、年少人口は減少傾向に転じることとなった。背景として、子どもを産み育てることや、産んだ後の仕
事への復帰に対する不安が大きいこと、また社会情勢の変化に伴い、核家族化や地域コミュニティが希薄になった
ことが挙げられる。その結果、子育てする上での悩みを相談する相手がおらず、孤立する子育て家庭が出産をた
めらうケースが増えてきたことが課題となっている。

取り組み内容
　こうした地域課題への取り組みとして、家庭訪問型の子育て支援である「ホームスタート事業」を平成 27 年
度から行っている。この事業は、市内在住で就学前の子どもが１人でもいる家庭に、研修を受けた子育て経験者
のボランティアであるホームビジターが週に１回訪問し、一緒に家事・育児をしながら子育てに関する相談に乗り、
子育てへの不安を解消することを目的としている。

成果・目標
　ホームビジターが子どものいる家庭を訪問することで、子育て世帯の悩みなどの相談に乗ることや、また地域コ
ミュニティや児童館、保育所等の子育てに関する場の情報も共有することができるなど、人的支援のみならず情報
支援を同時に行えるため、安心して子育てをすることができ、第２子、第３子とより多くの子どもを産む意欲が生ま
れることが期待できる。
　また、ホームスタートの利用者が増えることにより、より多くの子育てに不安を抱える世帯をサポートできるだけで
なく、児童虐待や育児放棄等の早期解消、未然防止を図ることができ、ホームスタートの利用者が今度は子育て
を支援する立場になるなど、地域を挙げての子育て支援をより強力に推し進めることができる。
　本事業を通じて、誰もが安心して子どもを産み育てることができるような環境を整備することにより、出生数が増
加するだけでなく、子育てがしやすいまちとして移住する世帯が増えることにもつながり、人口減少の阻止及び人
口構成の若返りを図ることができ、将来的な地方創生に資することを目指している。
　［実績（平成 27 年４月～）］
　　● ホームスタート事業利用者 30 名　● ホームビジター数 28 名

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
	■現　状…平成22年：72,635人 ⇨  平成27年：70,843人
		 　　　　　　　5年で2.5%減少
	■目　標…平成72年に65,000人を維持

家庭訪問型の子育て支援
　　　「ホームスタート事業」

南アルプス市

ホームビジターの研修風景
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甲斐市版　
ネウボラ推進プロジェクト
～甲斐市・山梨大学医学部と連携した
　産婦人科誘致及び女性医師創業支援事業～

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状… 平成16年：72,540人 ⇨ 平成27年：74,874人　	
　　　　　　　　　　　　12年で約3.21％増加
  ■目　標… 平成72年に約12％減少の64,000人を維持

（甲斐市の人口ビジョンは、住民基本台帳の値を用いた独自推計）

甲 斐 市

地域の現状と課題
　甲斐市は、県内の自治体では人口減少が継続していく中で、国立社会保障・人口問題研究所による本市の推計
とは逆に人口動態は、平成 22 年 74,710 人から平成 28 年には 75,338 人と微増ではあるが増加現象であります。
　これは、合併効果による主要事業の展開として、ＪＲ中央線竜王駅周辺整備、塩崎駅周辺整備、中央自動車道
双葉サービスエリアへのスマートインターチェンジの開通や双葉地区工業団地の拡張、山梨県住宅供給公社によ
る大規模住宅の開発及び商業施設の配置、また、大規模商業施設の立地などによる新たなまちづくりの基盤整備
の成果であります。
　今後、人口減少を克服するため、１．「産業振興と雇用状況の改善」、２．「若年層転出者の引き留めと回帰」、３「子
育て環境の改善」、４．「甲斐市の住みやすさのアピール」を甲斐市のまち・ひと・しごと創生に向けた課題とします。
また、本寄稿では、課題の一つである「子育ての切れ目のない支援」の取組を紹介します。

取り組み内容
　本プロジェクトでは、様々な機関が個々に行っている妊娠・出産・育児までの支援について、ワンストップ拠点とし
て、甲斐市子育て世代包括支援センターを立ち上げ、このワンストップ拠点の一つの支援として、産前産後のサポー
トを行える、産婦人科医の誘致を行い、本産婦人科医院を甲斐市子育て世代包括支援センターの付属機関として
位置づけ、医師をはじめ助産師、保健師によるサポートにより、妊娠・出産・育児までの支援の体制づくりの強化
を図る取組であります。

成果・目標
　甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標とする「次世代のための包括的な支援」を目指し、結婚・妊娠・
出産・育児の切れ目のない支援の数値目標として、市・大学・個人病院の連携による、産前産後サポートと併せ、
子育て支援が図られ、若い女性にやさしく、住みやすく、安心して子育てができる環境整備が次のとおり図られます。
１．妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援、周産期医療体制の強化
２．地方における安定した雇用の創出
３．女性医師の開業に伴う就労支援
４．地元山梨大学との連携を図り、市・大学・個人病院の連携体制の確立
  （重要業績評価指標：KPI）	 ● 合計特殊出生率：1.55 人（平成 26 年） → 1.67 人（平成 31 年）
　	 ● 子育て環境・支援の満足度：21.9％（平成 25 年） → 35％（平成 30 年）

産前産後のサポートを行える、産婦人科医院（H28年10月開業予定）
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特集

やまなし

笛吹市ミズベリング構想

地域の現状と課題
　本市は、平成の大合併により５町１村が合併し、その後、芦川村を編入合併し現在の笛吹市となりました。主
要産業は、桃・ぶどう作付面積日本一を誇る「果実」・石和、春日居温泉に代表される「温泉」の２大産業が
中心となっています。合併を境に笛吹市の人口は減少に転じており、市内の産業活性化による雇用の創出は「笛
吹市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の柱の一つとなっています。この一つの事業として「笛吹市ミズベリング
構想」を進めています。

取り組み内容
　笛吹市は、平成２７年度より「笛吹市ミズベリング構想」を主要施策に掲げ、市内全体に経済波及効果がもたら
されるような事業を展開しています。
　この構想は、市名の由来である笛吹川などの魅力や価値、利用の仕方などを考え、ミズベやまちのにぎわいを作り、
そこに関わる人を育てることのできる取り組みを推進するとともに、主要産業の一つである温泉を中心とした観光産
業の活性化につながる整備を展開し、魅力ある観光地づくりを目指す取り組みです
　これまでに、国土交通省直轄による笛吹川親水護岸整備計画・温泉街周辺道路整備計画。平成２７年度先行型
交付金を活用した近津川イルミネーション、川の危険性や楽しさを学ぶ「子どもの水辺安全教室・夏休み川流れ体
験 in 笛吹川！」などの事業を行い、ハード・ソフトの両面から活性化に向けた取り組みを行ってきました。
　平成２８年度は、地方創生加速化交付金を活用した、「エクスペリエンス・オブ・ジャパン推進事業」を展開して
います。この事業は、外国人が体験したい「観・食・知」をキーワードに、地元食材を活用したオープンカフェ・
外国人婚活イベント・外国人の滞在と誘客をテーマにした大学生観光まちづくりコンテストの実施など、先駆性のあ
る取り組みとして魅力ある地域づくりにつながる事業となっています。

成果・目標
　笛吹市ミズベリング構想は、東京オリンピックを一つの通過点と捉え、外国人観光客を取り込み・宿泊客を現状
より２０万人増やすことを目標に掲げています。
　今後は、ＰＤＣＡサイクルの確立や企業版ふるさと納税の活用など、財政負担をいかに軽減し事業展開を行うかが、

「地方創生」の取り組みとして地方自治体に課せたれた責務と考え、さらなる活性化に向けた取り組を実行します。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状… 平成17年：71,711人 ⇨ 平成27年：69,600人　
	 　　　　  　10年で3%減少
  ■目　標… 平成72年に55,000人を維持

笛 吹 市

階段護岸・ミズベカフェ
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一流の田舎まち（住まいづくり）
プロジェクト

地域の現状と課題
　本市の人口移動の特徴として、県外からの転入者の割合が高いことが挙げられます（県外からの転入者の割合：
平成 24 年・北杜市 69％、山梨県 50％）。また、転出者よりも転入者が多く、近年は社会増が続いています。
　内訳として、首都圏からの転入超過割合が高い一方、転出に関しては近隣市町村への転出超過が多く、勤務
先や住宅事情によるものと考えられます。
　年齢別の転入・転出の内訳として、高齢の方の転入が多く、若年層の転出が多くなっており、本市の高齢化に
拍車をかけています。
　北杜市総合戦略策定に伴い重点プロジェクトとして挙げられた【若者応援】【住まいづくり】プロジェクトを推進し、
首都圏に潜在する若年層の移住希望者の受け入れ・地域住民の方の転出抑制に取り組みます。

取り組み内容
　本市においては、子育て世代を対象とした住まいの提供や、住宅取得支援制度を展開しています。
　賃貸住宅では、ミキハウス子育て総研（株）の「子育てにやさしい住まいと環境」の認定を受けた子育て支援
住宅「はっぴぃタウン須玉」を建設し、今後さらに 2 棟の建設・入居を予定しています。
　また、住居の取得においては、「北杜市子育て世代マイホーム補助金」を創設しました。子育て世帯を対象に、
新築住宅購入費最大 150 万円・中古購入費最大 100 万円を補助し、中古住宅のリフォーム費では、最大 100
万円を補助します。

成果・目標
　平成 27 年 9 月に入居した「はっぴぃタウン須玉」では、18 世帯の募集に対し、約 50 世帯の応募があり、子
育て支援住宅の需要の高さが再確認できました。また、入居後のセミナーや講座を開催し、入居者の満足度も高
めます。
　子育て世代マイホーム補助金においては、平成 27 年 10 月の受付開始以降、平成 27 年度末までに、市内外
の方から 90 件を超える申請をいただき、多くの子育て世帯の移住・定住が見込まれています。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状… 平成22年：46,968人 ⇨	 平成52年：32,880人
			   平成72年：22,760人　
	 　　　　　  50年で約50％減少
  ■目　標… 平成52年：40,000人、 平成72年：30,000人を確保

北 杜 市

はっぴぃタウン須玉
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特集

やまなし

地域の現状と課題
　市の人口は、自然減少、社会減少の両方が進行しています。また、合計特殊出生率の低下傾向も重なり、今
後も急速な人口減少が続いていきます。特に年少人口と生産年齢人口が激減し、平成 27 年から平成 72 年には、
年少人口が 73.6% 減少し、生産年齢人口が 67.2% 減少します。さらに人口減少は、地域の社会経済全体に大
きな影響を及ぼします。まず、幼年・小中学生の減少により、保育所・幼稚園、小中学校の運営が厳しくなり、
統廃合を検討せざるを得なくなる可能性がでてきます。消費者や労働者の減少から、商店街の衰退や企業の市外
への転出等が予想されています。また、これまで地域で担ってきた助け合いの力（地域力）が衰え、社会保障費
関連の行政サービス需要は増加する一方、それをまかなう税収（市税）は減少するなど、市の財政状況が深刻
な事態になることが予想されています。 

取り組み内容
　都心から 60 ～ 70㎞圏に位置する上野原の「豊かな自然」と「都心に近い田舎まち」という地の利を生かし、

「平日は都心で仕事をし、休日は自然の中で子育てやレジャー」、「平日は市内で仕事をし、休日は都内で買い物
や遊び」といった「上野原ライフ」を訴求して移住者を増やす取り組みを行っています。主な施策としては、情報
発信力の強化や地域資源の環境整備、賑わいの創出、交流人口の増加、移住・定住の促進があげられますが、
移住・定住の促進には、特に力をいれています。現在、企業、NPO、各地域の団体、地域おこし協力隊等と連
携・協働し、空き家バンクの登録促進や、移住希望者の相談・コーディネート、各種イベントなどを行っています。
また、空き家バンクに登録する家屋を改修した場合に一定の要件の下で、改修費の一部を補助する空き家リフォー
ム補助事業や一元的な相談体制を整備する就職・居住コンシェルジュ事業とあわせて実施することで、移住者の
増化を図っています。

成果・目標
　事業の成果としては、移住者の増加を図ることで人口減少の下がり幅を抑え、行政機能の維持を期待しています。
目標としては、移住者 300 人増を目指しています。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
	■現　状…平成27年：25,317人 ⇨ 平成72年：12,456人
		  　　　　　　45年で49.2％減少
	 ■目　標…平成72年に13,546人を維持

上野原への
新しいひとの流れをつくる

上野原市

2月に実施した空き家マッチングバスツアー
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公設・民営による
　「産婦人科医院」開設による
　　　安心した出産環境の整備

地域の現状と課題
　本市は、首都圏から 100km 圏内、県都の甲府市から約 20km にあり、甲府盆地の北東部に位置しているが、
面積の約 8 割は山林となっています。
　古くから「ぶどう」「もも」「さくらんぼ」などの果樹産業が盛んで、産業別の農林業従事者特化係数（※注）は、
男女とも 5 となっています。
　人口動向は、高度経済成長期後期から 2000 年代までは人口が微増するものの、それ以後は自然減と社会減
が同時に進行しており、特に 0 〜 4 歳の年齢構成が著しく少なく、合計特殊出生率も全国平均・県内平均と比較
して低い傾向にあることから、少子化対策が喫緊の課題となっています。
　このため、本市では「安心して子どもを産み育てる環境」を整備するため、次のような取り組みを行います。
　※注　全国比較し、その産業が特化しているかを見る係数で、1 以上であればその産業に特化していると見られる。

取り組み内容
　本県の分娩施設は、15 施設（７病院・８診療所）であり、その１つの本市民間施設（市内唯一の分娩施設）
が公共事業に伴い、移転を余儀なくされたことから、本市の現状と課題を十分に考慮し、行政の責任である、「安
心して子どもを産み育てる環境」を整備する事業として、全国初の公設・民営の産婦人科医院を建設するとともに、
通常の出産コースと、３日間の入院延長による「産後サポート」を充実させることで、子育てサポート機能の強化
を図ることとしています。
　また、産前２回、産後２回の訪問指導と、医院内に設置する予定の「マタニティホール」を活用して、出産から
育児に携わる母親を対象とした各種教室や、テーマに応じた助言・相談が行えるような取り組みも予定しています。

成果・目標
　ライフステージごとの施策を切れ目なく展開することで、『安心して子どもを産み育て、生きがいを持って暮らせる
山梨市』のイメージを定着させていきたいと考えます。
　その一つの取り組みとして、市立産婦人科医院を拠点とした複合的な事業を展開することで、国の設定する合計
特殊出生率の実現を目指し、子育て世代の転入を促進することにより、社会増を目指します。
　［具体的な目標値］
　　　● 産前・産後サポートによる妊産婦と新生児・乳児の訪問率や不妊治療助成制度活用率　100％
　　　● 多子祝金（市単独事業）支給人数　毎年 45 人

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状（推計）…2010年：36,833人 ⇒ 2040年：25,162人
	 　　　　 　30年間で約31.7%の減少

※国立社会保障・人口問題研究所の推計人口
  ■目　標…2040年：32,464人
　   ※総合戦略などの取り組みにより、33,000人程度を目指す。

山 梨 市

平成29年7月開設予定の「市立産婦人科医院」完成イメージ
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特集

やまなし

地域特産品
（ブドウ・モモ・ワイン等）の
アジア輸出拡大推進プロジェクト

地域の現状と課題
　甲州市の人口は平成７年をピークに以降減少を続けており、将来人口推計においても更なる減少が予想されてい
ます。平成４７年には高齢化率が４０％を超え、平成５２年には生産年齢人口と老齢人口の差が千人以内に迫ること
も予想されているところです。この人口減少は、農業従事者の減少や高齢化にも繋がることから、市の特産であ
る桃・ぶどう等の栽培における担い手人材・後継者確保及び農業の活性化にむけ取り組む必要性があります。

取り組み内容
　山梨県で品目別農業生産額が大きい「ブドウ」と「モモ」ですが、果樹全体の消費量が減少傾向にある国内
消費がほとんどのなか、今後の少子化・高齢化や人口減少の進行により消費量はさらに減少し、産地間の過剰な
価格競争が引き起こされることによる生産体制の弱体化が危惧されるところです。こうした事態を回避するため、「品
質の高さ」を強みに海外市場の開拓の必要性を強く感じるなかで、高額所得者層の増加や輸出品の鮮度を維持し
つつ輸送のコスト・リスクを低減することを考え、必然的にそのターゲットをアジア中心と捉えたところであります。
　当市では、こうした状況のなか全国のブドウ産地に呼びかけ、平成２６年４月に「全国ブドウ産地協議会」（１道１
府８県の自治体・ＪＡ等２６団体）の発足を果たし、ブドウの販路拡大・海外輸出等の研究を進めています。
　平成２７年度には国の補助事業を活用しマレーシアへの試験的な輸出を実施していますが、その過程で、現地バ
イヤーからの「ブドウだけでなくモモやカキ、リンゴなどの果実や、加工品などを併せて輸出してほしい」との要望
や空輸によるコスト高等の課題を把握したところです。
　これらの課題を解決する新たな輸出手段として、温度管理機能をもつ輸送コンテナであるリーファーコンテナを活
用した海上輸送です。温度管理の恩恵として、果樹・加工品の他品目同梱が可能となることから、マーケットの要
望する複数品目を低コストで輸出することが可能となるほか、ヨーロッパ向けに輸出している特産のワインを混載し、
アジアに向けて紹介、売り込むことも期待できます。

成果・目標
　このプロジェクトにより、低コストで現地ニーズを把握することがで、今後の特産品輸出が加速化することはもとよ
り、そのノウハウの共有により、ブドウ産地協議会参加団体の輸出拡大にも寄与し、産地農業の活性化に繋がるも
のと考えています。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
  ■現　状… 平成17年：35,922人 ⇒ 平成27年：31,714人　
	 　　　　　 10年で11.7％減少
  ■目　標… 平成72年に27,000人を維持

甲 州 市

輸出拡大事業によるぶどうの販売風景
（マレーシア伊勢丹KLCC店）
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若い世代の結婚・出産・子育て・
教育の希望をかなえる

地域の現状と課題
　中央市の高齢化率は、山梨県平均よりも低いものの、年々上昇を続けており、平成 27 年には高齢化率が 21%
を超えて超高齢社会へと突入しました。一方、合計特殊出生率は伸び悩み、高齢化と少子化を伴った自然減に
歯止めがかからない状況が続いています。また、進学・就職・結婚などを機とした若年世代の転出が目立ち、特
に 20 代後半から 30 代前半の転出超過が顕著となっています。この結果、生産年齢人口の減少による地域の経
済活動の縮小・活力の低下が懸念されます。

取り組み内容
　そうした現状と課題を踏まえ、「中央市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、若い世代の結婚・妊娠・出産・
子育て・教育期までの一貫した支援体制を整備し、「子育てをしやすい環境づくり」の実現を目指します。
　結婚期には、結婚相談や市内企業の異業種間の交流を推進し出会いの機会を増やします。妊娠・出産期には、
男性不妊治療や一般不妊治療など不妊治療費助成事業の拡大や子育てガイドブックによる情報発信など、夫婦の
経済的負担や子育てへの不安を解消します。子育て期には、子ども医療費の助成対象の拡大や市立保育園による
特色ある保育の実施と土曜日保育の延長、妊娠期から子育て期にわたる支援のワンストップ拠点としての子育て世
代包括支援センターを立ち上げ、安心して子育てが出来る支援体制を整備します。教育期には、市内小中学校に
おける情報教育・英語教育・国際交流教育など教育内容の充実を図り、未来を担う人材の育成を進めるほか、学
童保育の対象児童の拡大と設備・施設の充実など、共働き世帯の子育て・教育をサポートします。

成果・目標
　中央市では各事業の重要業績評価指標（KPI）を、例えば男性不妊治療を含めた市不妊治療助成事業利用者
の延べ人数が平成 31 年度に40 人、放課後児童クラブ登録児童数が平成 31 年度に381 人などと設定しています。
これらの成果が実を結び、本市の合計特殊出生率が平成 26 年度の 1.46 から平成 31 年度に 1.60 となるよう事
業に取り組み、若い世代の結婚から出産・子育て・教育の希望をかなえる切れ目ない支援を行うことで、将来にわ
たり活力ある「実り豊かな生活文化都市」を維持することを目指します。

【人口の状況（人口ビジョンより）】　
　■現　状… 2010年：31,322人 ⇒ 2060年：21,526人　
	 　　　　　50年で31%の減少
　■目　標… 2060年：28,000人を維持

中 央 市

同じ月に生まれた赤ちゃんが集まる交流会「ベビラ」
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F U J I K A W A  T O W N  
the Rio Olympics p u b l i c  r e l a t i o n s

総務省地域PR動画に選出！リオ五輪で富士川町PR動画

動画はこちらからご覧ください 

　富士川町が制作した「全国移住ナビ」富士川町プロモーション動画が、今年開催されたリ
オデジャネイロオリンピック・パラリンピック競技大会において、日本の地域文化や動画
技術を世界発信する目的で現地放映される「総務省地域PR動画」の1つに選出されました。
　この動画は、昨年7月から9月までの間、「全国移住ナビ」サイトスタートアップキャン
ペーンで行われた自治体プロモーション動画コンテスト上位10団体に選ばれた作品で、
来場者向けに「英語・フランス語」・「スペイン語・ポルトガル語」・「中国語・韓国語」の
3パターンに翻訳されています。
　そして、東京2020大会に向けて、日本の魅力を世界に発信する目的で開設される日本
オリンピック委員会の現地活動拠点となる「Tokyo2020 JAPAN HOUSE」において、大
会開催期間中に放映されました。
　今回制作したPR動画「発見！ゆずれない魅力　富士川町」は、町の特産品であるゆずが
転がり、桜の名所大法師公園や大柳川渓谷などの町の観光名所に加え、町内の商業施設や
医療施設、町が進める移住・定住施策、子育て支援策などを紹介している内容となってい
ます。
　制作当初は、町長による町の紹介あいさつを盛り込んだシナリオでしたが、志村町長か
ら「その内容では、動画を見てくれる人に富士川町が『明るくて、楽しい町』だとは伝わらな
いのではないか」と、構成の練り直しを指示されました。そこで、柔軟なアイディアを出し
合い、町長にも温泉施設での入浴シーンの出演をお願いしたところ、文字通り「一肌脱い
で」風呂につかりながら施設を紹介してもらいました。
　また、限られた撮影期間にもかかわらず、多くの町民にも快く参加していただき、町の

「一体感」を感じることができ、タイトル通りの「“ゆず”れない魅力」満載のPR動画を完成
させることができました。
　リオデジャネイロオリンピックでPR動画が放映された10団体のうち、富士川町が4年
後のオリンピック・パラリンピック会場である東京から最も近くに位置していますので、
この動画を通じて町の魅力を感じてもらい、多くの国内外の観光客の方にも富士川町を訪
れるきっかけとなることを期待しているところであります。
　全国移住ナビにPR動画を掲載してから、移住・定住に関する県内外の方からの問い合
せも増えています。移住を検討されている方々に、富士川町の安全で安心な住環境や子育
て支援制度をより一層発信していき、人口増加につなげていきたいと考えています。
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本
日
は
、日
本
に
い
て
も
な
か
な
か
伝
わ
ら

な
い
中
国
の
実
態
に
つ
い
て
お
伝
え
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　
中
国
は
、2
月
7
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
春

節
、旧
正
月
を
過
ご
し
ま
す
。こ
の
旧
正
月
は
、

出
稼
ぎ
労
働
者
が
一
気
に
里
帰
り
し
て
、飲

ん
で
騒
い
て
1
年
分
貯
め
て
い
た
お
金
を
使

う
、大
消
費
、大
移
動
の
季
節
で
、今
年
も
延
べ

29
億
人
が
動
く
そ
う
で
す
。

　

昨
年
の
流
行
語
に
も
な
り
ま
し
た「
爆
買

い
」。な
ん
で
爆
買
い
が
で
き
る
の
か
、株
価
が

大
幅
に
下
が
っ
て
も
ま
だ
爆
買
い
が
で
き
る

の
か
、日
本
人
は
、不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
す

け
ど
、今
日
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

別
に
不
思
議
な
話
で
は
な
い
と
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
習
近
平
の
政
策
で
有
名
な
の
が
、虎
退
治
で

す
。こ
れ
を
前
線
で
や
っ
た
の
が
王
岐
山
。こ

の
二
人
は
、今
ツ
ー
ト
ッ
プ
で
中
国
の
政
治
の

環
境
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。元
々
、王

岐
山
は
、国
際
金
融
の
専
門
家
で
す
。中
国
は
、

国
よ
り
も
上
に
中
国
共
産
党
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
人
は
、共
産
党
内
で
、政
治
局
常
務
委
員

と
い
う
最
高
ポ
ス
ト
に
な
り
、党
中
央
規
律
検

査
委
員
会
の
ト
ッ
プ
で
す
。党
中
央
規
律
検
査

委
員
会
と
い
う
の
は
何
か
と
言
う
と
、中
国
共

産
党
の
党
員
が
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
党
の
規
律
、こ
れ
を
違
反
し
た
人
間
を
捕
ま

え
る
、あ
る
種
、憲
兵
み
た
い
な
も
の
で
す
。規

律
検
査
は
、警
察
と
は
違
い
、ぱ
っ
と
身
柄
を

取
っ
た
ら
2
年
で
も
3
年
で
も
軟
禁
で
き
ま

す
。罪
を
認
め
る
ま
で
家
族
の
元
に
返
さ
な
く

て
い
い
の
で
す
。そ
の
委
員
会
の
ト
ッ
プ
が
王

岐
山
で
す
。

　

今
中
国
で
は
、反
腐
敗

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
毎

日
5
0
0
人
ず
つ
共
産
党

員
が
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

汚
職
が
問
題
と
い
う
の
は

当
た
り
前
で
す
が
、習
近
平

は
そ
れ
と
同
時
に
い
わ
ゆ

る
贅
沢
禁
止
令
を
出
し
ま

し
た
。官
僚
が
公
費
で
宴
会

を
す
る
時
に
、高
い
酒
や
高

い
食
事
、花
も
飾
っ
て
は
い

け
な
い
と
し
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
違
反
す
る
と
す
ぐ

処
分
さ
れ
る
。中
央
規
律
検

査
委
員
会
の
下
に
中
央
巡

視
隊
が
あ
り
、そ
れ
を
今
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
い

る
。高
級
料
理
店
に
公
用
車
が
止
ま
っ
て
い
れ

ば
入
っ
て
い
き
、す
ぐ
処
分
。走
っ
て
い
る
公

用
車
を
止
め
て
、ト
ラ
ン
ク
の
中
を
確
認
し
、

中
に
高
級
た
ば
こ
高
級
酒
が
入
っ
て
い
た
ら

す
ぐ
処
分
。こ
う
や
っ
て
、初
年
度
16
万
人
、2

年
目
18
万
人
を
処
分
し
て
い
ま
す
。

　
彼
が
や
っ
て
い
る
虎
退
治
。虎
も
ハ
エ
も
叩

く
と
習
近
平
が
言
い
始
め
た
当
初
、私
も
含
め

世
界
中
の
チ
ャ
イ
ナ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
が
、こ
れ

ま
で
も
あ
る
政
治
局
員
だ
け
が
対
象
で
し
ょ

う
と
思
っ
た
。と
こ
ろ
が
、初
め
て
大
き
な
虎

が
捕
ま
っ
た
。元
中
国
共
産
党
政
治
局
常
務
委

員
の
周
永
康
で
す
。共
産
党
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

中
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
人
、胡
錦
濤
時
代
の
政

平
成
28
年
２
月
4
日
に
開
催
し
た「
第
31
回
山
梨
県
市
町
村
自
治
講
演
会
」の
講
演

要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

日
本
人
の
知
ら
な
い

　
　
　
　
中
国
の
現
実

講 

師　

富と
み
さ
か坂　
聰さ

と
し　

　

 

　
　
　

  

― 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
教
授 

―

講演録
08

演
講

録
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治
局
常
務
委
員
で
す
。そ
の
時
は
9
人
し
か
い

な
か
っ
た
ト
ッ
プ
9（
今
は
2
人
減
っ
て
7

人
）の
1
人
で
す
。公
安
担
当
で
、警
察
、検
察
、

裁
判
所
、法
務
省
、国
家
安
全
部
全
て
を
見
て

い
る
す
ご
い
権
限
の
人
を
、ぽ
ん
と
捕
ま
え
て

裁
判
に
か
け
た
。中
国
共
産
党
の
歴
史
で
見
た

こ
と
も
な
い
こ
と
を
習
近
平
は
や
っ
て
の
け

た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
次
に
出
て
き
た
虎
が
、元
中
国
共
産
党

中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
の
徐
才
厚
で
す
。

　
中
国
で
は
、軍
を
つ
か
ん
だ
者
が
本
当
の
中

国
の
実
力
者
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。こ
れ
は

半
分
程
当
た
っ
て
い
る
言
い
方
で
、軍
人
が
上

り
詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
最
高
の
ポ
ス
ト
が

中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
で
す
。主
席
は
習
近

平
で
、そ
の
下
に
2
人
の
副
主
席
が
置
か
れ
て

い
ま
す
が
、こ
の
副
主
席
を
司
法
の
手
に
委
ね

た
わ
け
で
す
。さ
ら
に
も
う
一
人
の
副
主
席
も

捕
ま
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

要
す
る
に
、こ
れ
ま
で
歴
史
的
に
な
か
っ

た
、政
治
局
常
務
委
員
や
陸
軍
上
将
に
手
を
出

す
と
い
う
タ
ブ
ー
を
、習
近
平
は
打
ち
破
っ
て

き
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、別
の
側
面
か
ら
見
る
と
あ
ま
り
良

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。習
近
平

が
、共
産
党
総
書
記
に
な
っ
た
後
の
春
節
に
、

も
の
す
ご
く
物
が
売
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。贅

沢
禁
止
令
を
出
し
て
マ
イ
ン
ド
を
こ
ん
な
に

冷
や
し
て
し
ま
っ
た
の
で
当
た
り
前
で
す
。

　
胡
錦
濤
時
代
に
一
番
高
い
タ
バ
コ
は
、黄
鶴

楼
と
い
う
銘
柄
で
一
箱
6
千
円
、1
カ
ー
ト
ン

で
7
万
2
千
円
し
ま
し
た
。こ
れ
は
吸
う
も
の

で
は
な
く
、お
店
で
大
体
7
万
円
く
ら
い
で
買

い
取
っ
て
く
れ
る
の
で
、賄
賂
と
し
て
官
僚
に

渡
す
も
の
で
す
。昔
は
千
円
ぐ
ら
い
の
タ
バ
コ

し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、ち
ょ
っ
と
や
そ
っ

と
の
賄
賂
で
は
、官
僚
が
動
い
て
く
れ
な
く
な

り
、イ
ン
フ
レ
に
な
り
タ
バ
コ
の
値
段
が
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。渡
さ
れ
た
官
僚
は
、お

店
に
持
ち
込
み
現
金
を
受
け
取
る
。官
僚
に
贈

り
物
を
し
た
い
人
が
、ま
た
買
い
に
来
る
。こ

う
し
て
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
9
月
に
北
京
の
タ
バ
コ
屋
で
、こ
の
黄

鶴
楼
を
探
し
ま
し
た
が
、あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。今
一
番
高
い
タ
バ
コ
は
、一
箱
2
千
円
の

中
華
で
、こ
こ
ま
で
下
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
が
、習
近
平
が
作
り
出
し
た
変
化
で
す
。

　
こ
の
変
化
は
、良
い
面
も
あ
れ
ば
悪
い
面
も

あ
る
。大
き
い
の
は
悪
い
面
で
す
。中
国
は
経

済
の
病
気
に
罹
っ
て
い
ま
す
。こ
の
病
気
は
、

高
速
発
展
を
し
た
国
が
必
ず
最
後
に
罹
る
病

気
で
、あ
る
種
半
分
く
ら
い
は
老
化
で
す
。例

え
ば
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
永
遠
に
活
躍
で
き
る

か
と
言
う
と
で
き
ま
せ
ん
。あ
る
と
こ
ろ
で
曲

が
り
角
が
来
ま
す
。現
役
時
代
に
貯
め
た
お
金

で
そ
の
後
を
過
ご
す
と
い
う
方
法
も
あ
る
で

し
ょ
う
け
ど
、普
通
は
そ
う
は
考
え
ま
せ
ん
。

引
退
し
た
後
、指
導
者
に
な
る
か
解
説
者
に
な

る
か
、次
の
才
能
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。

　

今
中
国
が
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、こ
こ
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
よ
く
動
い
て
、世
界
経
済
の
中
で

大
き
な
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
が
、一
気
に
老

化
し
た
わ
け
で
す
。次
に
問
わ
れ
る
の
は
、指

導
者
と
し
て
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。そ
れ
が
、

彼
ら
が
や
っ
て
い
る
経
済
の
構
造
転
換
と
い

う
や
つ
で
す
。経
済
の
構
造
転
換
を
や
る
、つ

ま
り
体
質
改
善
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

色
々
な
視
点
が
あ
り
ま
す
が
、最
も
大
き
な
視

点
と
い
う
意
味
で
は
、第
二
次
産
業
か
ら
第
三

次
産
業
へ
の
転
換
で
す
。こ
れ
ま
で
は
、単
純

に
企
業
誘
致
、工
場
誘
致
で
世
界
の
工
場
に
な

り
、作
っ
た
も
の
を
輸
出
し
、そ
れ
を
大
き
な

牽
引
力
に
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
が
も
う
使
え
な
い
。日
本
の
80
年
代
と
一

緒
で
す
。内
需
転
換
や
消
費
、サ
ー
ビ
ス
産
業

の
育
成
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

　

し
か
し
、こ
れ
か
ら
個
人
消
費
が
、経
済
の

中
心
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時

に
、贅
沢
禁
止
令
。習
近
平
の
や
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、実
は
間
違
っ
て
い
な
い
の

で
す
。な
ぜ
な
ら
ば
中
国
は
、こ
の
経
済
、景
気

の
問
題
よ
り
も
政
治
的
課
題
の
方
が
遥
か
に

重
要
だ
か
ら
で
す
。

　
今
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
中
国
は
、経
済
的

な
危
機
は
迎
え
て
も
、社
会
混
乱
を
伴
う
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
。政
治
的
課
題
を
放
っ
て
お

く
と
、確
実
に
社
会
が
混
乱
し
、政
権
崩
壊
の

危
機
に
直
面
す
る
か
も
し
れ
な
い
。こ
の
根
っ

こ
に
あ
る
の
が
、国
内
に
生
じ
た
格
差
と
不
公

平
な
の
で
す
。

　

中
国
は
、経
済
発
展
を
す
る
に
お
い
て
、過

去
の
例
を
、特
に
日
本
の
例
を
よ
く
勉
強
し

て
い
ま
す
。日
本
が
経
験
し
た
大
き
な
ア
ゲ

イ
ン
ス
ト
で
あ
る
日
米
貿
易
摩
擦
も
徹
底
的

に
勉
強
し
て
、中
国
は
事
前
に
防
ぎ
ま
し
た
。

す
ご
い
学
習
能
力
が
高
い
で
す
。ま
た
中
国

は
、自
分
達
が
上
昇
気
流
に
乗
り
始
め
て
い
る

経
済
発
展
が
早
晩
終
わ
る
と
い
う
こ
と
も
学

習
し
て
い
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
、

N
I
E
S
に
、華
や
か
な
上
昇
局
面
を
迎
え
る

国
が
移
っ
て
い
く
程
、そ
の
時
間（
青
春
時
代
）

が
短
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

た
の
で
す
。一
日
で
も
長
く
青
春
時
代
を
続
け

る
た
め
に
、中
国
は
考
え
、労
働
者
の
賃
金
を

上
げ
な
け
れ
ば
い
い
と
い
う
一
つ
の
答
え
に

突
き
当
た
り
ま
し
た
。外
国
か
ら
入
っ
て
く
る

投
資
に
よ
っ
て
工
場
が
建
ち
、雇
用
が
生
ま

れ
、輸
出
に
牽
引
力
が
生
ま
れ
て
経
済
が
発
展

す
る
。こ
れ
を
一
日
で
も
長
く
続
け
る
た
め
に

は
、魅
力
的
な
土
地
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、安

価
で
豊
富
な
労
働
力
が
い
つ
ま
で
も
あ
り
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、中
国
は
、現
場
に
い
つ
も
素

人
だ
け
が
い
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
し
た
。3
年

ぐ
ら
い
同
じ
職
場
で
働
く
と
、人
間
は
必
ず
賃

上
げ
を
要
求
し
た
く
な
り
ま
す
が
、そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
人
を
入
れ
替
え
て
い
く
。

　

送
り
出
し
の
四
川
省
、受
け
て
の
広
東
省

が
、組
ん
で
こ
れ
を
や
り
ま
し
た
。人
が
余
っ

て
い
た
働
き
手
に
は
、皆
に
機
会
が
与
え
ら
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れ
、労
働
賃
金
が
上
が
ら
な
い
か
ら
、投
資

が
あ
っ
て
税
収
も
増
え
る
。こ
れ
で
全
部
が

w
i
n
‐
w
i
n
で
し
た
が
、あ
る
時
、一
気

に
破
綻
し
ま
し
た
。理
由
は
、労
働
者
の
中
身

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。そ
れ
ま
で
は
、貧
し

く
て
三
食
食
べ
ら
れ
れ
ば
1
日
14
時
間
働
い

て
も
文
句
を
言
わ
な
い
人
達
ば
か
り
が
働
き

手
で
し
た
が
、日
に
日
に
よ
く
な
る
中
国
し

か
知
ら
な
い
1
9
8
0
年
代
以
降
に
生
ま
れ

た
世
代
が
働
き
手
の
中
心
に
な
っ
て
き
た

2
0
1
0
年
に
、台
湾
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン
と

い
う
企
業
で
、半
年
間
に
16
人
が
労
使
問
題
で

自
殺
す
る
騒
ぎ
に
な
り
、こ
れ
が
社
会
問
題
に

な
っ
た
の
で
す
。ま
た
、中
央
政
府
も
、こ
の
ま

ま
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
ず
に
経
済
発
展
が

終
わ
り
か
け
た
時
に
、労
働
者
に
利
益
が
貯

ま
っ
て
い
な
い
場
合
、国
が
面
倒
を
見
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
気
付
き
、労
働
契
約
法
を
作
っ

て
賃
上
げ
を
誘
導
し
ま
し
た
。そ
し
て
、賃
金

が
見
直
し
に
な
り
、フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン
で
は
一

気
に
3
倍
に
、周
辺
の
企
業
も
3
割
ア
ッ
プ
と

全
体
的
に
上
が
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ッ
ク
ス
コ
ン
は
、そ
の
後
、賃
金
を
上

げ
た
も
の
の
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、安
い
労
働

者
が
い
る
内
陸
部
に
工
場
を
持
っ
て
い
き
ま

し
た
。中
国
で
は
内
陸
部
に
行
く
程
安
い
労
働

力
が
あ
る
の
で
、ど
ん
ど
ん
奥
に
入
っ
て
い

き
ま
し
た
が
、う
ま
く
稼
働
し
た
と
こ
ろ
は
な

く
、最
終
的
に
全
部
機
械
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。中
国
は
こ
こ
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、温
家

宝
が
経
済
の
構
造
転
換
を
高
ら
か
に
言
い
始

め
る
わ
け
で
す
。

　
労
働
者
の
賃
金
を
抑
え
、中
国
に
は
か
な
り

の
利
益
が
流
れ
込
ん
で
き
ま
し
た
が
、そ
の
お

金
は
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。こ
れ
は

都
市
部
に
住
ん
で
い
る
人
の
不
動
産
資
産
に

な
っ
た
の
で
す
。北
京
の
真
ん
中
に
住
ん
で
い

た
ら
、そ
れ
だ
け
で
2
億
円
の
不
動
産
を
持
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。株
が
乱
高
下
し
て

爆
買
い
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
ま
す
が
、そ
ん
な
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
中
国
人
の
資
産
の
中
身
に
関
係
し
て

い
ま
す
が
、金
融
資
産
は
10
％
も
な
い
か
ら

で
す
。そ
の
中
で
株
は
何
割
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。ま
た
、中
国
の
株
式
は
実
態
経
済
と
ほ
と

ん
ど
連
動
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

温
家
宝
が
2
0
1
2
年
に
経
済
の
構
造
転

換
と
言
っ
た
そ
の
時
に
、さ
ら
に
重
要
な
こ
と

を
言
い
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
中
国
内
の
格
差
問

題
を
、中
国
共
産
党
が
解
決
で
き
な
か
っ
た

ら
、も
う
一
度
文
化
大
革
命
が
起
き
る
と
。こ

の
考
え
方
は
温
家
宝
だ
け
の
考
え
方
で
は
な

く
、後
の
胡
錦
濤
も
習
近
平
も
、つ
ま
り
共
産

党
自
身
が
、こ
の
問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た

ら
、党
も
亡
び
て
国
も
亡
び
る
か
も
し
れ
な
い

と
位
置
付
け
ま
し
た
。そ
の
ぐ
ら
い
深
刻
な
状

況
を
作
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
具
体
的
に
、中
国
民
が
ど
の
く
ら
い
怒
っ
て

い
る
か
と
い
う
例
を
挙
げ
ま
す
。
2
0
1
3

年
5
月
に
、地
震
の
後
す
ぐ
に
現
地
の
四
川
省

の
廬
山
県
に
視
察
に
入
っ
た
首
相
の
写
真
が

有
名
に
な
り
ま
し
た
。主
役
は
首
相
で
は
な

く
、隣
の
お
兄
ち
ゃ
ん
で
、腕
に
時
計
の
日
焼

け
跡
と
、ポ
ケ
ッ
ト
に
膨
ら
み
が
あ
っ
た
の
で

す
。時
計
を
し
て
い
る
写
真
を
、皆
で
探
し
た

と
こ
ろ
、
3
5
0
万
円
の
ヴ
ァ
シ
ュ
ロ
ン
・

コ
ン
ス
タ
ン
タ
ン
を
付
け
て
い
る
写
真
が
見

つ
か
り
、更
に
、別
の
3
0
0
万
円
の
時
計
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。賄
賂
抜
き
の
、公
に
言
わ
れ
て
い
る
年
収

が
80
万
円
で
し
た
の
で
、こ
の
人
は
、あ
っ
と

い
う
間
に
刑
務
所
で
す
。

　

こ
の
人
に
は
先
輩
が
い
ま
し
て
、
２
０
１

２
年
9
月
、
30
人
ぐ
ら
い
が
亡
く
な
っ
た
バ

ス
事
故
の
現
場
写
真
を
見
た
中
国
の
ネ
ッ
ト

ユ
ー
ザ
ー
達
が
、
真
ん
中
で
笑
っ
て
い
る
馬

鹿
は
誰
か
と
騒
ぎ
始
め
ま
し
た
。
す
ぐ
に
、

そ
の
人
が
事
故
の
責
任
者
で
あ
る
安
全
監
督

局
長
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
こ
れ
は
許
せ
な

い
と
し
た
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
達
は
、
人
肉
検

索
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
徹
底
的
に
暴
く
）
を

し
て
、
そ
の
結
果
、
５
０
０
万
円
の
腕
時
計

を
5
本
も
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
年

収
１
２
０
万
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
こ
の
人
も
、

実
刑
14
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
国
の
民
意
の
爆
発
が
極
ま
っ

た
な
と
思
う
の
は
、共
産
党
の
官
僚
の
幹
部

が
、ネ
ッ
ト
で
泳
げ
と
言
わ
れ
て
、浙
江
省
の

川
を
泳
い
だ
こ
と
で
す
。き
っ
か
け
は
、こ
の

浙
江
省
の
温
州
と
い
う
川
で
起
き
た
事
件
で

す
。入
水
自
殺
を
し
た
女
の
子
を
救
助
し
た
警

官
が
、水
質
汚
染
が
凄
ま
じ
い
川
の
水
を
飲
ん

で
し
ま
い
、3
日
間
寝
込
み
、死
ん
で
も
お
か

し
く
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
全
国

ニ
ュ
ー
ス
に
ま
で
な
り
、ネ
ッ
ト
で
は
、こ
の

川
の
水
を
環
境
保
護
局
長
に
飲
ま
せ
ろ
、こ
の

川
に
ぶ
ち
込
め
な
ど
凄
ま
じ
い
書
き
込
み
が

さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
金
持
ち
や
権
力
者
に
対
し
て
、

ち
ょ
っ
と
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、

も
の
凄
い
勢
い
で
貶
め
る
と
い
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
中
に
あ
る
中
国
の
恐
ろ
し
い
行
動

原
理
、仇
富
仇
官
行
動
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

自
分
達
が
手
の
届
か
な
い
相
手
で
も
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
で
ロ
ッ
ク
オ
ン
し
て
し
ま

え
ば
、簡
単
に
刑
務
所
に
落
と
し
た
り
で
き
る

の
で
、こ
の
行
動
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
人
肉
検
索
や
仇
富
仇
官
行
動
が
実
際

に
、物
理
的
に
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て

い
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
の
が
、
2
0
1
3

年
5
月
か
ら
の
空
港
の
爆
破
予
告
事
件
で
す
。

発
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
る
と
、か
な

り
の
数
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。捕
ま
る
の
は

演録講
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　主な著書

　プロフィール

大
体
、賠
償
も
で
き
な
い
よ
う
な
犯
人
、10
年

後
に
自
分
が
今
よ
り
い
い
生
活
を
し
て
い
る

と
は
思
え
な
い
子
ど
も
達
。社
会
の
敗
者
で

す
。今
の
と
こ
ろ
稚
拙
な
犯
罪
で
終
わ
っ
て
い

ま
す
が
、今
後
は
、そ
れ
も
わ
か
ら
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
因
は
、若
者
に
広
が
る
絶
望
感
で
す
。

　

本
来
は
物
件
と
し
て
貸
し
て
は
い
け
な
い

ビ
ル
の
地
下
、こ
う
し
た
場
所
に
し
か
住
め
な

い
人
達
の
こ
と
を「
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
族
」と
言
い

ま
す
が
、問
題
は
、こ
う
し
た
人
達
が
最
近
ま

で
北
京
の
有
名
大
学
の
学
生
だ
っ
た
こ
と
で

す
。他
に
も
80
㎡
、
2
L
D
K
く
ら
い
の
広
さ

に
25
人
が
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
す
。良
い
企
業
が
北
京
に
集
中
し
て
い
る
た

め
、北
京
に
い
な
い
と
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、な
け
な
し
の
2
万
円
を
、ベ
ッ
ド
一

つ
に
払
う
わ
け
で
す
。難
関
大
学
を
出
て
、そ

こ
ま
で
し
て
も
、コ
ネ
が
な
い
と
就
職
は
で
き

な
い
。一
方
、北
京
に
不
動
産
を
持
っ
て
い
る

人
は
、そ
れ
だ
け
で
貧
困
層
か
ら
毎
月
50
万
円

が
黙
っ
て
い
て
も
入
っ
て
く
る
。中
国
に
は
こ

れ
だ
け
の
格
差
が
あ
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
習
近
平
は
、景
気
の
問
題
よ
り
も

政
治
的
課
題
を
優
先
し
て
い
る
の
で
す
。

　
中
国
人
は
、日
本
人
と
似
た
風
貌
を
し
て
い

る
か
ら
似
た
人
だ
と
思
う
の
は
間
違
い
で
す
。

今
の
中
国
の
主
要
ポ
ス
ト
の
責
任
者
は
、大
体

が
文
化
大
革
命
を
経
験
し
て
い
ま
す
。そ
れ
だ

け
で
日
本
人
と
発
想
が
違
い
ま
す
。

　

習
近
平
は
、ど
ん
な
人
生
だ
っ
た
か
。彼
の

父
は
、国
務
院
副
総
理
と
い
う
大
幹
部
で
し
た

が
、彼
が
9
歳
の
と
き
に
政
治
思
想
犯
で
捕

ま
っ
て
い
ま
す
。当
時
の
中
国
は
、今
の
北
朝

鮮
よ
り
も
は
る
か
に
怖
い
国
で
、例
え
ば
、政

治
思
想
犯
の
子
ど
も
を
間
違
っ
て
殺
し
て
し

ま
っ
て
も
罪
に
問
わ
れ
な
い
、政
治
思
想
犯
の

家
族
は
、死
ん
で
当
然
の
人
間
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

文
化
大
革
命
と
柔
ら
か
い
名
前
が
付
い
て

ま
す
が
、暴
力
的
に
政
権
を
ぶ
っ
倒
し
た
わ
け

で
す
。当
時
の
国
家
主
席
の
劉
少
奇
は
、合
法

的
な
手
続
き
は
一
切
な
し
で
、町
中
を
ひ
き
ず

り
回
さ
れ
、棒
で
打
た
れ
、最
後
は
銀
行
の
金

庫
で
持
病
の
空
に
な
っ
た
薬
瓶
を
握
り
し
め

て
死
に
ま
し
た
。

　

鄧
小
平
も
、家
族
を
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
軟

禁
。彼
の
息
子
は
、学
校
の
3
階
か
ら
飛
び
降

り
さ
せ
ら
れ
脊
椎
を
複
雑
骨
折
す
る
も
、政
治

的
な
理
由
か
ら
治
療
し
て
く
れ
る
医
者
は
お

ら
ず
、自
然
治
癒
の
末
、半
身
不
随
に
な
り
ま

し
た
。軟
禁
さ
れ
て
何
も
で
き
な
い
母
親
は
、

そ
の
話
を
聞
い
て
狂
っ
た
よ
う
に
泣
い
た
そ

う
で
す
。そ
う
い
う
こ
と
を
少
年
の
目
で
見
て

い
た
の
が
、習
近
平
な
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
傍
観
者
と
し
て
見
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。父
親
が
政
治
思
想
犯
と
い

う
だ
け
で
な
く
、本
人
も
父
親
を
か
ば
っ
て
文

化
大
革
命
を
批
判
し
て
し
ま
い
、親
友
に
密
告

さ
れ
13
歳
の
と
き
に
労
働
改
造
所
送
り
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、中
国
で
最
も
貧
し
い
農
村
に
や
ら

れ
、少
年
思
想
犯
で
す
の
で
、最
低
の
状
況
に

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、40
人
に
一
人
し
か
選

ば
れ
な
い
共
産
党
員
に
、地
域
の
推
薦
を
受
け

て
入
る
の
で
す
。40
人
に
一
人
と
い
う
狭
き
門

を
、最
下
層
の
人
間
が
く
ぐ
っ
て
彼
は
、政
治

の
ペ
ー
ジ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

中
国
と
稀
に
み
る
ぐ
ら
い
う
ま
く
付
き

合
っ
た
国
は
、実
は
、日
本
で
す
。日
本
は
、中

国
を
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す
る
た
め
に
援
助
、

援
助
と
名
前
を
変
え
た
賠
償（
総
額
3
兆
円
）

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
の
日
中
間
の
貿
易

で
、最
も
日
本
の
調
子
が
良
か
っ
た
数
年
間
、

毎
年
3
兆
円
の
貿
易
黒
字
を
積
み
上
げ
続
け

て
き
ま
し
た
。圧
倒
的
勝
者
で
す
。そ
れ
を
い

つ
の
間
に
か
、援
助
を
沢
山
や
っ
て
き
た
の

に
裏
切
ら
れ
た
と
自
虐
的
に
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、そ
れ
は
、日
本
が
ス
マ
ホ

に
乗
り
遅
れ
た
せ
い
で
す
。も
う
一
回
、シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
を
中
心
に
、世
界
の
貿
易
、経
済

の
趨
勢
を
変
え
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
、こ
の
3
年
か
ら
5
年
の
間
に
人
工
知
能
で

間
違
い
な
く
起
き
ま
す
。こ
こ
に
乗
り
遅
れ
た

ら
日
本
は
、デ
ン
マ
ー
ク
以
下
の
国
に
な
り
ま

す
。

　
日
本
は
、中
国
の
青
春
時
代
に
か
な
り
の
利

益
を
中
国
か
ら
取
っ
た
と
思
い
ま
す
。我
々

は
、あ
ま
り
自
信
を
失
わ
ず
に
、中
国
と
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

貿
易
関
係
で
、我
々
が
負
け
て
い
る
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
。ろ
く
な
産
業
が
な
い
と
か

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、金
持
ち
に

な
っ
た
ら
、ベ
ン
ツ
、
B
M
W
、ポ
ル
シ
ェ
、ス

イ
ス
の
高
級
時
計
を
買
い
ま
せ
ん
か
？
最
後

は
ど
こ
に
利
益
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。世
界
政
治
の
構
造
も
こ
れ
と
同
じ
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
我
々
は
、そ
こ
に

斬
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。ア

ジ
ア
人
同
士
で
、切
り
あ
っ
て
い
る
場
合
で
は

な
い
の
で
す
。

演録講



　

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
の
施
行
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
付
番
が
始
ま
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
と
と
も
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
様
式
が
全

国
民
に
郵
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
広
く
官

民
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
活

用
さ
れ
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
拡
大
、
電
子
証
明
書
の
民
間
事
業

者
に
お
け
る
活
用
、
自
治
体
や
商
店

街
等
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
マ
イ

キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
や
、

平
成
29
年
か
ら
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
開
設
等
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
拡
大
に

伴
い
、
今
後
継
続
的
に
普
及
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
７
月
末
時
点
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

件
数
は
全
国
で
約
1,
0
8
5 

万
件

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一 

方
、
そ

の
申
請
に
対
す
る
交
付
件
数
は

約
6
6
6
万
件
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
（
県
内
で
は
同
時
点
で
申
請
件

数
6
4,
5
2
1
件
、
交
付
件
数

4
5,
6
4
1
件
）、
市
町
村
に
滞
留

し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

早
期
に
申
請
者
に
交
付
し
終
え
る
と

と
も
に
、
そ
の
後
は
申
請
後
速
や
か

に
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
28
年
５
月
末
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
早
期
交
付
に
向
け
た
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
促
進
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
が
総
務
省
か
ら
公
表
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が

遅
れ
て
い
る
要
因
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●	　
新
た
な
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
件

数
の
予
測
が
容
易
で
な
く
、
見
込

み
が
過
少
で
あ
っ
た
市
町
村
に
お

い
て
は
交
付
に
要
す
る
人
員
体
制

や
、
統
合
端
末
（
カ
ー
ド
交
付
の

際
に
使
用
す
る
端
末
）
の
確
保
が

不
十
分
で
あ
っ
た
。

●	　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
カ
ー
ド

管
理
シ
ス
テ
ム
に
、
全
国
的
に
複
数

回
に
わ
た
っ
て
障
害
が
発
生
し
た
。

●	　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

の
本
格
化
と
３
月
か
ら
始
ま
る
住

民
異
動
の
繁
忙
期
が
重
な
り
、
来

庁
者
が
非
常
に
多
い
中
で
、
職
員

が
通
常
の
窓
口
業
務
に
忙
殺
さ
れ

る
と
と
も
に
、
カ
ー
ド
管
理
シ
ス

テ
ム
に
情
報
処
理
が
集
中
し
た
こ

と
も
相
ま
っ
て
、
窓
口
で
申
請
者

を
待
た
せ
る
事
象
が
発
生
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
複
合
的
要
因
か
ら
、
市

町
村
に
お
い
て
は
、
想
定
を
超
え
る

カ
ー
ド
申
請
を
処
理
す
る
体
制
が
整

わ
な
い
中
で
、
窓
口
の
混
雑
を
回
避

す
る
た
め
、
一
日
あ
た
り
の
交
付
可

能
枚
数
を
制
限
し
、
か
つ
、
そ
の
交

付
可
能
枚
数
に
合
わ
せ
て
交
付
通
知

書
（
※
）
の
送
付
件
数
や
交
付
前
設

定
処
理
件
数
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、多
く
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
市
町
村
に
滞
留
し
て
し
ま
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
促
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
お
い
て
は
、
各
市

町
村
は
滞
留
分
の
交
付
通
知
書
送
付

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
早
期
交
付
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

総
務
部
市
町
村
課
行
政
選
挙
担
当　
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完
了
時
期
目
標
等
を
盛
り
込
ん
だ「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
計
画
」
を

策
定
し
、
一
般
に
公
表
し
取
組
を
進

め
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
付
通
知
書
送
付
完
了
時
期
目
標

に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
電
子
申
請
に
よ
る
確
定

申
告
を
安
心
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
ま
た
、
写
真
付
き
の
公
的
身

分
証
を
必
要
と
し
て
い
る
申
請
者
の

要
請
に
応
え
る
た
め
に
も
、
年
内
に

カ
ー
ド
交
付
を
受
け
ら
れ
る
計
画
を

策
定
す
べ
き
で
あ
り
、
申
請
者
が
来

庁
す
る
期
間
を
考
慮
し
、
滞
留
分
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

の
送
付
が
完
了
す
る
時
期
は
遅
く
と

も
平
成
28
年
11
月
中
と
す
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

早
期
交
付
に
向
け
た
具
体
的
な
対
策

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
以
下
に「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
検
討

す
べ
き
実
施
体
制
及
び
参
考
と
す
べ

き
効
率
的
な
交
付
手
続
の
工
夫
を
お

示
し
し
ま
す
。

【
土
日
開
庁
・
時
間
外
開
庁
】

　

短
期
間
で
相
当
数
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
た
め
に
は
、

交
付
可
能
な
日
時
を
で
き
る
限
り
確

保
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
ま
た
、

勤
務
等
の
事
情
で
平
日
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
困

難
な
申
請
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
日
の
選
択

肢
を
広
げ
る
観
点
か
ら
も
、
土
日
開

庁
・
時
間
外
開
庁
の
実
施
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
臨
時
交
付
窓
口
の
設
置
】

　

短
期
間
で
相
当
数
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
た
め
に
は
、

一
日
あ
た
り
の
交
付
可
能
枚
数
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
本

庁
だ
け
で
は
な
く
支
所
や
出
張
所
に

お
い
て
も
交
付
を
可
能
と
す
る
ほ
か
、

通
常
の
住
民
受
付
窓
口
だ
け
で
は
な

く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
専

用
の
臨
時
交
付
窓
口
を
積
極
的
に
設

置
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
人
員
体
制
・
統
合
端
末
の
確
保
】

　

土
日
開
庁
・
時
間
外
開
庁
や
、
臨

時
交
付
窓
口
の
設
置
を
は
じ
め
と
し

た
早
期
交
付
に
向
け
た
実
施
体
制
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
実
施
に

必
要
な
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

須
で
あ
り
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、

担
当
部
局
の
み
な
ら
ず
広
く
全
庁
的

な
応
援
態
勢
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

臨
時
職
員
の
雇
用
や
交
付
に
必
要
な

統
合
端
末
や
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
積

極
的
に
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」

…
交
付
通
知
書
の
送
付
抑
制
が
不
要

で
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
交
付

台
帳
管
理
が
可
能
。
前
日
に
お
け

る
効
率
的
な
事
前
準
備
も
可
能
と

な
る
。

「
民
間
委
託
の
実
施
」

…
電
話
予
約
受
付
、
交
付
通
知
書
の

送
付
等
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
で

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
可
能
と
な

る
。

「
窓
口
の
分
担
」

…
受
付
窓
口
（
書
類
審
査
）
と
交
付

窓
口
（
暗
証
番
号
設
定
等
）
を
分

け
る
こ
と
で
端
末
の
有
効
活
用
が

可
能
と
な
る
。

「
暗
証
番
号
の
事
前
検
討
依
頼
」

…
順
番
待
ち
の
間
に
暗
証
番
号
を
考

え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
混
雑
の

解
消
に
つ
な
が
る
。

「
混
雑
具
合
の
住
民
へ
の
周
知
」

…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
、
午

前
中
・
月
曜
日
・
連
休
明
け
は
来

庁
者
が
集
中
す
る
こ
と
を
周
知
す

る
こ
と
で
、
混
雑
の
解
消
に
つ
な

が
る
。

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
た
各
市
町
村
の

取
組
に
よ
り
、
総
務
省
の
と
り
ま
と

め
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
９
割
強
の
市

区
町
村
に
お
い
て
平
成
28
年
８
月
ま

で
に
滞
留
が
解
消
で
き
る
見
込
み
の

計
画
（
平
成
28
年
７
月
時
点
）
と
な
っ

て
い
ま
す
（
本
県
で
は
全
て
の
市
町

村
に
お
い
て
解
消
で
き
る
見
込
み
）。

　

冒
頭
で
記
載
し
た
と
お
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
こ
れ
か
ら
も
継

続
的
に
普
及
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
多
く
の
申
請
者
に
滞
り

な
く
早
期
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
交
付
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
示
さ
れ
た
取
組
を
参
考
に
し

な
が
ら
各
市
町
村
に
お
い
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
事
務
に
取
り

組
む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

※「
交
付
通
知
書
」
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
受
取
に
関
す
る
住
民
へ
の
お
知
ら
せ

5	

効
率
的
な
交
付
手
続
の

	
	

工
夫

4	

実
施
体
制

6	

終
わ
り
に

やまなし25



やまなし 26

　
内
閣
官
房
の
意
向
調
査２
に
よ
れ
ば
、東
京
都
在

住
者
の
う
ち
地
方
へ
移
住
す
る
予
定
又
は
移
住

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、50
代
で
は

男
性
50
・
8
％
、女
性
34
・
2
％
、60
代
で
は
男

性
36
・
7
％
、女
性
28
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 主

任
研
究
員   

安
部  

洋
（
出
向
元
　
山
梨
県
）

　

平
成
27
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
会
議
に
お
い
て
、「
生

涯
現
役
社
会
」の
構
築
に
資
す
る「
生
涯
活
躍
の

ま
ち
」構
想
を
制
度
化
し
、推
進
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。今
回
は
、こ
の「
生
涯
活
躍
の

ま
ち
」構
想
を
取
り
上
げ
、内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
の
資
料
等
に
基

づ
き
、現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
ま
す
。

　
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想
は
、「
東
京
圏
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
高
齢
者
が
、希
望
に
応
じ
地

方
や『
ま
ち
な
か
』に
移
り
住
み
、地
域
住
民
や
多

世
代
と
交
流
し
な
が
ら
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

生
活
を
送
り
、必
要
に
応
じ
て
医
療
・
介
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
」を
目

指
す
も
の
で
す（
図
表
１
）。「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

構
想
は
、入
居
す
る
高
齢
者
像
の
考
え
方
に
お
い

て
、従
来
の
高
齢
者
向
け
施
設
・
住
宅
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
ま
す（
図
表
２
）。

公益財団法人 山梨総合研究所

1
は
じ
め
に

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち（
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ１ 

）」構
想
に
つ
い
て

こ
う
し
た
中
高
年
齢
者
に
お
い
て
は
、高
齢
期
を

「
第
二
の
人
生
」と
位
置
付
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
新
た
な
暮
ら
し

方
や
住
み
方
を
求
め
て
都
会
か
ら
地
方
へ
移
住

し
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、も
し
く
は
、こ
れ
ま
で
以

上
に
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
た
い

と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

ま
た
、東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
中
で
、

3
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想

の
背
景
に
つ
い
て

2
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想  

と
は
何
か

図表１　「生涯活躍のまち」構想における高齢者の生活イメージ

図表2　従来の高齢者施設等と「生涯活躍のまち」構想との相違点

出所：日本版CCRC構想有識者会議（第10回）「『生涯活躍のまち』構想（最終報告）参考資料」
（平成27年12月）

出所：	 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「『生涯活躍のまち』構想に関する手引
き（第３版）」（平成28年４月）から山梨総合研究所で作成

従来の高齢者施設等 「生涯活躍のまち」構想

○主として要介護状態に
なってから選択 居 住 の 契 機 ○健康時から選択

○高齢者はサービスの受け
手 高齢者の生活

○仕事・社会活動・生涯学
習などに積極的に参加
（支え手としての役割）

○住宅内で完結し、地域と
の交流が少ない 地域との関係 ○地域に溶け込んで、多世

代と協働
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5
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と

の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、中
高
年
齢
者
の
地
方
移
住
は
、そ
う
し

た
動
き
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、東
京
圏
は
今
後
急
速
に
高
齢
化
が
進

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。特
に
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
は
、
2
0
2
5
年
ま
で
の
10
年
間
で
約

1
7
5
万
人
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。そ
の
結
果
、医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
急
増
し
、

医
療
・
介
護
人
材
の
不
足
が
深
刻
化
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た「
中
高
年
齢
層
の
希
望
の
実
現
」や

「
地
方
へ
の
ひ
と
の
流
れ
の
推
進
」、「
東
京
圏
の

高
齢
化
問
題
へ
の
対
応
」と
い
っ
た
視
点
か
ら
、

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
は
意
義
が
あ
る
、と
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
28
年
４
月
20
日
法
律
第
30
号
）に
よ
り
、「
生

涯
活
躍
の
ま
ち
」が
地
域
再
生
制
度３
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。「
生
涯
活
躍
の
ま

ち
」構
想
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、国
、地
方
自
治

体
、「
運
営
推
進
機
能
」を
担
う
事
業
主
体４（
以
下

「
地
域
再
生
推
進
法
人
」と
い
う
。）が
適
切
に
役

割
分
担
を
行
う
と
と
も
に
、連
携
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。こ
の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
や
役
割

は
、図
表
３
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
の
資
料
等
で
示
さ
れ
て
い
る
情
報
を
踏
ま

え
る
と
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、「
人
口
減
少
の
改
善
」（
転
入
移

動
増
に
よ
る
人
口
減
少
の
改
善
）、「
税
収
効
果
」

4
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想  

推
進
に
当
た
っ
て
の

役
割
分
担
と
連
携

THINK TANK

図表3　国、地方公共団体及び地域再生推進法人の役割分担

（
納
税
者
増
に
よ
る
増
収
）、「
消
費
需
要
の
喚
起
」

（
転
入
者
増
に
よ
る
消
費
増
）な
ど
が
想
定
さ
れ

ま
す
。一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、「
介
護
・

医
療
給
付
費
の
増
加
」（
在
宅
移
住
等
に
よ
り
住

所
地
特
例５
非
該
当
の
場
合
で
、医
療
・
介
護
が
必

要
に
な
る
場
合
）、「
事
業
継
続
性
の
確
保
」（
需

要
と
供
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
）、「
介
護
人
材
の
不

足
」（
移
住
者
増
に
伴
う
介
護
人
材
の
確
保
）な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
勘
案
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
即
し

た「
多
様
性
」を
尊
重
し
つ
つ
、当
該
事
業
に
つ
い

て
一
定
の
水
準
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
も
不
可

欠
で
す
。

　
制
度
化
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い「
生
涯
活

躍
の
ま
ち
」構
想
で
す
が
、引
き
続
き
情
報
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、関
係
者
の
皆
様
等
と
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
、今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

     1	 Continuing Care Retirement Community

     2	 内閣官房「東京在住者の今後の移住に関する
意向調査」（2014 年８月）

     3	 地域経済の活性化、地域における雇用機会の
創出その他の地域の活力の再生を総合的か
つ効果的に推進するため、地域が行う自主的
かつ自立的な取組を国が支援するもの。

     4	 民間企業や医療法人、社会福祉法人、大学や
社会教育施設、NPO、まちづくり会社（第３
セクター）など多様な事業主体が「運営推進
機能」を担うことが想定される。

     5	 介護保険において、施設に入所する場合に住
民票を移しても、移す前の市町村が引き続き
保険者となる仕組み。

出所：	 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局「『生涯活躍のまち』構想に関する手引き（第３版）」
（平成28年４月）から山梨総合研究所で作成

国の責務・役割 地方公共団体の役割 地域再生推進法人の役割

① 地域再生基本方針の作成 ① 「地域再生計画」の作成（都
道府県・市町村）

① 生涯活躍のまち形成事業
計画案の作成

② 地方公共団体の「地域再生
計画」の認定 ② 地域再生推進法人の指定 ② 関係事業者との連携

③ 政策的な支援措置等 ③ 生涯活躍のまち形成事業
計画の作成（市町村） ③ コミュニティづくり

④ 地域再生推進法人に対す
る指導・監督・支援
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昨
年
度
は
、
町
の
産
業
振
興
課
よ
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
町
内

の
荒
廃
竹
林
の
整
備
を
実
施
し
、
筍
の
生
産
量
を
増
や
す
活
動
を
し
な
い
か

と
の
誘
い
が
あ
り
、
合
計
三
七
ヵ
所
、
約
四
八
五
〇
〇
㎡
の
整
備
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
放
置
す
れ
ば
「
厄
介
者
」、
整
備
す
れ
ば
「
宝
物
」
の
竹
林
間
伐
整
備
を
は

じ
め
、
伐
採
に
よ
り
出
る
間
伐
竹
を
竹
林
に
棚
積
み
す
る
だ
け
で
な
く
、
竹

林
か
ら
搬
出
し
、
粉
末
化
し
て
乳
酸
発
酵
さ
せ
た
土
壌
改
良
材
「
発
酵
竹
パ

ウ
ダ
ー
」
や
竹
の
先
端
の
葉
ま
で
を
チ
ッ
プ
化
し
た
「
竹
チ
ッ
プ
」
ま
た
、

竹
チ
ッ
プ
を
炭
化
し
た
「
竹
チ
ッ
プ
炭
」
の
開
発
商
品
化
に
取
り
組
ん
で
竹

　
南
部
町
は
温
暖
な
気
候
か
ら
、
お
茶
や
木
材
、
筍
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
、

昔
か
ら
主
要
産
業
と
し
て
多
く
の
町
民
が
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
当
南
部
町
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で

こ
の
主
要
産
業
を
担
っ
て
き
た
方
々
は
高
齢
化
と
と
も
に
激
減
し
、
山
も
畑

も
荒
廃
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

　
密
集
・
荒
廃
し
た
竹
林
に
は
人
が
立
ち
入
る
事
が
で
き
ず
、
良
質
な
筍
を

生
産
す
る
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
不
可
能
で
す
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
放
っ
て
お
け
ば
隣
接
す
る
田
畑
や
杉
桧
林
を
浸
食
し
、
迷

惑
も
の
の
異
名
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
ん
ぶ
里
山
研
究
会
」
は
、
四
年
前
か
ら
県
の

補
助
を
受
け
な
が
ら
、竹
に
よ
る
杉
桧
林
の
浸
食
を
防
ぐ
べ
く
、竹
林
整
備「
竹

取
十
字
軍
」
な
る
事
業
を
年
間
二
ヵ
所
程
度
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
六
五
才
以
上
の
リ
タ
イ
ア
組
が
主
体
と
な
っ
て
一
六

名
で
作
ら
れ
た
小
さ
な
集
団
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
N
P
O
法
人
　
な
ん
ぶ
里
山
研
究
会
　

　
事
務
局
長
　
萩
原 

賢
悟

町
の
特
色
を
生
か
し
て

　
　
活
性
化
に
取
り
組
む

南部町体験ツアー　いきいきプロジェクト
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林
整
備
に
よ
り
出
た
間
伐
竹
（
廃
竹
）
の
利
用
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
埋
も
れ
た
町
の
観
光
資
源
の
発
掘
と
そ
れ
を
使
っ
た
活

性
化
に
取
り
組
む
べ
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
甲
府
支
店
の
支
援
を
得
な
が
ら
、「
女
子
大

生
目
線
で
南
部
町
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
」
企
画
、
第
一
回
「
か
ぐ
や
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
村
上
ゼ

ミ
生
の
二
グ
ル
ー
プ
が
二
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
て
、
平
成
二
十
八

年
一
月
二
十
三
日
に
町
の
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
百
名
余
の
町
民
を
前
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
多
く
の
町
民
の
方
か
ら
大
変
良
い
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
首
都
圏
の
三
十
名
の
お
客
様
に
竹
林
整
備
・
竹
細
工
・
秘
湯
奥
山
温
泉
を

体
感
し
て
い
た
だ
く
、
南
部
町
体
験
ツ
ア
ー
「
第
二
回
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
取
組
み
や
、
お
も
て
な
し
の
「
観
光
竹
の
子
狩
り
園
」
の
開
設
は

二
年
目
と
な
り
都
内
や
首

都
圏
方
面
か
ら
の
ご
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
は
、

南
部
町
に
住
ん
で
い
て
も

筍
掘
り
を
し
た
こ
と
の
な

い
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、

地
元
小
学
生
（
睦
合
小
・

富
河
小
）四
十
四
名
に「
竹

の
子
狩
り
体
験
学
習
」
を

開
催
し
、
若
い
世
代
に
竹

林
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
提
供
す
る
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
活
性
化
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
問
題

も
こ
こ
数
年
、
会
の
事

業
計
画
に
は
あ
が
っ
て

い
ま
す
が
、
遅
々
と
し

て
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
こ
そ
は
と
、
休

耕
田
を
利
用
し
た
酒
米

（
山
田
錦
）
の
栽
培
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
南
部
氏
・
蒙

軒
学
舎
・
富
士
川
水
運

等
々
の
歴
史
的
資
源
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

創
設
や
、
昔
か
ら
の
生

姜
栽
培
技
術
を
復
活
さ

せ
、
耕
作
放
棄
地
の
対

策
を
町
民
を
巻
き
込
ん

で
繰
り
広
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
、
南
部
町
の
活
性
化
に
筍
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
急
務
且
つ
必
須
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
我
々
は
、
竹
林
整
備
だ
け
で
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
取
材
を

全
て
受
け
宣
伝
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
だ
け
で
七
回
の
取
材
依
頼
が
あ
り
、
同
日
の
同
時
間
の
取
材
も
手
分

け
し
て
全
て
受
け
ま
し
た
。「
筍
」
と
言
っ
た
ら
「
南
部
町
」
と
全
て
の
県
民

の
方
が
答
え
て
く
れ
る
よ
う
に
と
、
取
材
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
微
力
な
が
ら
、
南
部
町
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
自
負
し
、
こ
れ
か

ら
も
町
の
活
性
化
に
地
道
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

大
き
な
風
呂
敷
を
広
げ
て
も
、「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難か
た

し
」
で
す
。

六
五
才
を
超
え
た
リ
タ
イ
ア
し
た
人
た
ち
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
す
の
で
所

詮
限
度
は
あ
り
ま
す
が
、
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
を
限
り
な
く
発
揮
し
体
力
の
続
く

限
り
仲
間
と
と
も
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

かぐや会議

竹林整備事業


